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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞内膜。この遺伝子によってコードされるタンパク質はBCL-2タンパク質ファミリーに属する。BCL-2ファミリーのメンバーはヘテロ二量体またはホモ二量体を形成し、多様な細胞活動に関与する抗アポトーシスまたは促進アポトーシス制御因子として作用する。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、Bcl-2相同ドメイン3（BH3）を含む。BH3はBCL-2タンパク質ファミリーの他のメンバーと相互作用し、アポトーシス活性化因子として作用することが示されている。この遺伝子の発現は、神経成長因子（NGF）だけでなく、フォークヘッド転写因子FKHR-L1によっても誘導されることから、この遺伝子が神経細胞およびリンパ球のアポトーシスにおいて役割を果たしていることが示唆されている。マウスにおける対照遺伝子のトランスジェニック研究では、この遺伝子が胸腺細胞陰性選択においてアポトーシスの必須開始因子として機能することが示唆されている。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた複数の転写バリアントが同定されている。[RefSeq提供、2013年6月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	3T3-L1細胞ライセートを4～20% SDS-PAGEで分離し、メンブレンをBimウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

